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プラズマ科学技術の進歩は、しばしば“新しい時空間や環境領域（フロンティア）”への展開を可

能にする“新規プラズマ源”の発明によって先導されてきた。歴史的には、真空ポンプによって、

本分野の先達は、比較的小さな直流エネルギー供給により低密度の安定したプラズマ源を作ること

に成功し、この発明が効率的な照明の開発を導いた。以降、同様に、各種の新しいプロセスパラメ

ーター領域(フロンテイア)のプラズマ源の発明とともに、最終的にはマイクロエレクトロニクスプ

ロセスの劇的な改善につながった。これらの歴史的な歩みは、各種の熱プラズマ、低温プラズマを

筆頭にして、磁化プラズマ、負イオンプラズマ、大気圧非平衡プラズマ、液中プラズマ、ジャイア

ント大面積プラズマ、各種ビームプラズマなどのたゆまなく進められる新規プラズマ源の発明と共

に進んでいる。とりわけ、21 世紀における、パルスプラズマ（50 ナノ秒以下の電気・光励起）とマ

イクロプラズマの精力的な開発研究により、液体(1)、超臨界流体（SCF）(2)、界面の高密度プラズマ

など、これまで未開拓だった高密度媒体でのプラズマの発生が可能になり、新しい研究領域が開か

れつつある。これらの研究は、旧来の狭い意味での“プラズマの概念”を変え、従来の“イオン化

した気体”というプラズマの概念から、液体(3)、SCF(3)、混相（Multiphase space ; 多相）媒体空

間(4､5)のイオン化した状態へと 21 世紀のプラズマの概念さえも拡張し始めている。  

一方、３回目の人工知能ブームを背景にして、産業・社会形式を一変させる勢いの DX 時代を迎 

えた現在、人類の生活・思考スタイルの変革は、私共の学術分野にも大きな影響を与えおり、先人

の知恵の継承を無為のものにさえするような大きなパラダイムのシフトをもたらしつつある。 

本講演では、次のような話題を通じて、DX 時代のフロンテイアプラズマ研究の話題提供を行う。 

1.フロンテイアプラズマ ―フロンテイアプラズマの 3 つの切り口―  

   2．DX 時代の事象の捉え方 ―点をつなぎ、次元を増やす―  

3．DX 時代のフロンテイアプラズマ研究 
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